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• ３年に１回開催

• メンバー国の委員から
選挙で選出

• 毎年開催
• 運営方針・戦略・予算等策定

オプティクス（光学）とフォトニクス（光子工学）の分野
における国際学術団体

歴史
1947年 設立
1948年 第１回会議（オランダ）
1950年 第２回会議（イギリス）
以後ほぼ３年に1回、会議と総会を開催

目的

オプティクス（光学）とフォトニクス（光子工学）
の分野における世界的な代弁者として、光科
学分野の学術的発展と知識の普及に貢献

会員国/地域

（13の連携会員国
/地域を含む）

www.e-ico.org



国際学術団体としてのICO

• ７ Societies: OPTICA（米国光学会）,SPIE（米国光技術学会）,EOS（欧州光学会）,
IEEE Photonics Society（米国電気電子学会光子工学ソサイエティ）, OWLS (国際
生命科学光学会), LAM（(レーザ原子分子物理アフリカネットワーク）, RIAO（イベ
ロ・アメリカ光ネットワーク）

57 Territories

・ Full member of ISC（国際学術会議）



ICOの活動（Publications）
ICO Triennial Report ICO Newsletter: Quarterly

３年に一度の総合報告書 季刊のニュースレター



ICOの活動（表彰）

ICO/ICTP 
Gallieno 
Denardo

ICO Prize
ICO 

Galileo Galilei

IUPAP 
Young Scientist 
Prize in Optics

40歳以下の優秀な若手
研究者１名に授与

博士号を取得して８年以
内の若手研究者に授与

開発途上国の優れた
研究者に授与

困難な状況下で貢献した
研究者に授与



日本学術会議総合工学委員会ICO分科会
の活動

I. International Commission for Optics (ICO) の
我が国のTerritory Committeeとして活動

II. 我が国の光科学技術分野の研究者コミュニティの連携の推進
・光科学技術調査企画小委員会設置、若手研究者交流の推進
・国際光年、国際光デー記念シンポジウムの開催
（2018年以降、コロナ禍の2020年を除き毎年開催）
・ICO-24（2017年、東京）の開催

III. International Year of Light（国際光年、2015）、
International Day of Light（国際光デー、2018～）
に対して我が国の代表組織として活動



ICOへの日本の貢献

役員の就任：
荒川泰彦 東京大学特任教授（21,22期会員、23期～連携会員）

2008-14  Vice President
2014-17  President
2017-21  Past President

美濃島薫 電気通信大学教授（21期～連携会員）
2021- 2027  Vice President

ICOの開催：
ICO-24（2017、東京）を日本学術会議主催として開催

（参加者1,000名以上）

光の科学と技術の重要性は、太古の昔から人類の発展の歴史に密接に
関わる。特に1960年にレーザーが発明されて以降の学術の進歩への
貢献は計り知れない。光の科学技術は、これからも学術の先端であり続ける。
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